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男 性 13 37.1
女 性 22 62.9

































































































































































































































































平 均 値 －0.629 0.155
回 答 数 9 9
標準偏差 1.183 0.878
「あてはまる」と「ややあてはまる」の合計
平 均 値 0.231 －0.085







平 均 値 －0.512 0.094
回 答 数 5 5
標準偏差 1.198 0.873
「あてはまる」と「ややあてはまる」の合計
平 均 値 0.098 －0.018























平 均 値 －0.773 －0.444
回 答 数 9 9
標準偏差 1.150 0.988
「あてはまる」と「ややあてはまる」の合計
平 均 値 0.316 0.182







平 均 値 0.015 －0.364
回 答 数 16 16
標準偏差 1.016 1.036
「あてはまる」と「ややあてはまる」の合計
平 均 値 －0.016 0.388
回 答 数 15 15
標準偏差 0.945 0.801
n.s ※
* P＜.05, ** P＜.01
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たから」は「学びに関する因子」「大学生活全般、友人関係に関する因子」の両方とも有意差は
なかった（表７参照）。
動機や期待の第３因子の質問項目「色々な人に出会えるから」は第１因子「学びに関する因
子」は有意差があったが、第２因子「大学生活全般、友人関係に関する因子」では有意差はな
かった（表８参照）。これは予想外の結果ともいえるが、第１因子「学びに関する因子」には「若
い学生と一緒に学んだり、活動することは楽しい（かった）」「大学では、友人と助け合って勉強
している（いた）」の質問項目が含まれており入学後の大学での学びが、単独の学習ではなく協
働的な学びになっているからであると推測される。それと同時に「色々な人に出会えるから」
に、「あてはまらない」と「あまりあてはまらない」と回答した人は、第１因子「学びに関する
因子」の因子得点がかなり低く、大学での学びがスムーズにいっていないことが読みとれる。
「大学生活全般、友人関係に関する因子得点」も差がなく、そういった面でも満足度が低いので
はないかと考えられる。
動機や期待の第４因子「目的曖昧型」の質問項目「何もしないでいると呆けてしまうと思っ
たから」は、第１因子「学びに関する因子」では有意差がなかったが、第２因子「大学生活全
般、友人関係に関する因子」では有意差があった（表９参照）。大学入学の動機や期待が大学で
の学びにない場合、入学後に学びそのものよりも大学生活全体の充実や若い学生や留学生との
交流を楽しんでいることが示唆された。
今回の結果から特徴として、表７の「一般教養的な学びを目的」とした場合、学びの満足度
も大学生活、友人関係の満足度も高くないことである。大学の学びが、先行研究でも明らかに
なっているように、大学のさまざまな授業を通して、学問の広がりを実感し、学びを通してさ
らに学ぶ意欲が高まるといった学びの時に満足度が高まると考えられる。
また、表８の「色々な人に出会えるから」といった友人関係を目的としていなかった場合は、
学びも大学生活、友人関係の満足度も低い傾向が顕著であった。特に有意差があったのは、学
びに関することである。
この結果から、大学の学びが一人で単独でおこなうというよりも、他の学生との協働的な学
びとなっていることを示唆している。本学では現時点で授業にアクティブラーニングなど学び
を実施する授業があまり多くは取り入れられていない。しかし、大学での学びは友人関係が学
びに与える影響が大きいことを推測させる結果となっている。
４．まとめと今後の課題
⑴ まとめ
神戸山手大学での先行研究をみると、また私たちが日々接するシニア学生の熱心に勉強に取
組む姿をみると、大学への入学動機や大学生活への期待などは、大学での学習活動そのものに
あると推測していた。しかし実際には、学びだけでなく、色々な人に出会えることを期待して
いたり、さらに「何もすることがないから」「何もしないでいると呆けてしまうので」といった
入学動機の方もいて、動機や期待は予想以上に多岐にわたっていることがわかった。
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また学びについても、幅広く学ぶことを動機とする方、より専門的なことを深く学びたいと
いう方など、期待する学びの質に違いがあることもわかった。
実際に入学後の学び、友人関係、大学生活について因子分析を行った結果、「学びに関する因
子」と「大学生活全般、友人関係に関する因子」の２つが抽出された。大学生活を構成するの
は学びだけではなく友人関係なども要因も大きいことが示唆された。
シニア学生の大学での大学入学の動機や期待と、入学後の大学での学びとの関連では、いく
つかのことが明らかになった。学問追求型のような深い学びを動機にしている場合、大学での
「学びの好循環」ともいえる学びの特徴を生じさせている。しかし、一般教養的な学びを動機に
している場合、学びの面でもまた大学生の充実や人間関係の広がりの面でもあまり成果が出な
い傾向がみられる。「色々な人に出会えるから」のような新しい人間関係を求めることは、入学
後の大学での学びにプラスの方向で影響があった。逆に新しい人間関係に消極的であると、学
びがすすまないことが示唆された。これは大学での学びが協働的な学びであるためであると推
測される。
「何もしないでいると呆けてしまうと思ったから」のように、大学入学の動機や期待が学び
にはない場合、入学後は学びそのものよりも大学生活全体の充実や若い学生や留学生との交流
を楽しんでいることが示唆された。
⑵ 今後の課題
上記の結果を踏まえると、大学での学びを深めていくためには、一般教養的な学びではなく
深い学びの動機づけが重要なこと、またともに学ぶという姿勢、さらに新しい人間関係を作っ
ていきたいという気持ちなどが、学びを深める点からも重要であることが示唆された。これを
ふまえ、シニア学生が大学での学び、大学生活そのものを充実させるために、大学としてどの
ような支援ができるかについて考えていくことが今後の課題である。
また、大学で学んだことや習得したことが、卒業後にどのように生かされているのかを明確
にしていくことも課題である。シニアの学びは社会貢献に結びつけて考えられることが多い
が、人生の次のステージでできることは社会貢献活動だけに限られているわけではない。卒業
後の社会貢献活動の準備だけでなく、学ぶことを楽しむことや人との交流を楽しむことを目的
としている場合も含め、シニア学生の学びの成果は何であるのか、その特徴とは何か、大学教
育として何が求められているのかを明らかにしていきたい。
本学のシニア学生の多くはいわゆる「第３年代」であり、仕事をしていた人は組織を離れ退
職し、家庭や地域で暮らしてきた人も親としての役割が一定程度終了しているなど、シニア学
生の多くは人生の新たな局面に入っている。おそらく今後は、地域でも家庭でも今までとは異
なる新たな役割をもって生活していくことが求められている。小田４）は、第３年代はそれま
での人生の過程で形成された価値観やライフスタイルなどの修正が必要になってくる世代であ
り、それと同時に人生の選択肢が増え、人生の目標設定やそれを実現する方法についてより主
体的になる必要があること、その実現のためには自ら設定した目標実現や種々の生活課題を処
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理するために必要な個人的資源としてのライフスキルを洗練し開発することが重要となると述
べている。
価値観やライフスタイルなどの修正をめぐっては、本調査結果にもあったように、大学での
学びの過程で「若い学生と一緒に学んだり、活動することは楽しい（かった）」「大学では、友人
と助け合って勉強している（いた）」という経験が、相手の意見を丁寧に聴く力、意見の違いや
立場の違いを理解する力、現状を分析し目的や課題を明らかにする力などを身につけていくこ
とにつながっている。卒業後に社会貢献を希望している、いないにかかわらず、大学での学び
がシニア学生一人ひとりの考える目標実現や種々の生活課題を処理するために必要なライフス
キルの向上に、大学での学びは寄与するところが大きいはずである。
大学での学びそのものに焦点をあてる場合、例えば若い世代や留学生など考え方の異なる学
生と学ぶことでコミュニケーション能力が高まる、また深く学ぶことで一つのことを多くの視
点から捉える力がつき、考え方が柔軟になるなど多くの教育上の成果が予想される。こういっ
たことはシニア学生の卒業後の目標実現のための基礎的な力となっていくだろう。これは、大
学という環境で、それもシニアだけではない様々な人とかかわりながら学ぶ「統合型」のカリ
キュラムだけが持つ、大きな意義である５)。
そして、こういった基礎力を身につけることは卒業後のシニア学生の生き方にどのような影
響をもつのか、この観点からシニア学生に対して人生の次のステージの準備として大学教育と
して出来ることは何であるのか、考えていくべき課題は多いといえる。
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